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全自動エ レベー タの並列運転方式
ParallelRunning System of Collective ControIElevators

犬 塚

内 容 梗 概

全自動エレベータは従来の自動エレベータを乗合わせ式にした一段と高級な自動エレベータである｡

この全自動エレベータほ使用上非常に便利であり,また運転能率も高いので,事務所ビルの客川エレベ

ータとして大いに進出している｡しかし,1台の全自動エレベータでは,おのずから輸送能力に限度が
あるので,最近は割合に混雑するときでも運転手なしで能率よく運転するために,全自動エレベータの

並列運転を行う要望がしだいに高まってきた｡並列運転が可能になると,複数のエレベータが,それぞ

れ違った階床の乗客の呼に応じて運転するから,たとえ1台に間に合わなくてもほかの1台が間もなく

呼に応じるようになる｡そこでさらに乗客の待時間を短縮し,高能率な遅 ができるようになる｡

今回,大阪の丸紅に納めた日立ジュップL/ツクスシグナルコレクチブコソトロ【-一ル(DuplexSignal

CollectiveControl)は,全自動エレベータの並列運転をも可能にした最高級複式制御方式であり,国

産第一号機でもある｡この全自動エレベータの並列運転の内容について述べて見たいと思う｡

〔Ⅰ〕緒 言

最近,高級エレベータの運転方式として,全自動エレ

ベータの進出鱒しだいに増加の傾向を示している0これ

ほ高層建築の増加とともに,エレベータに対する一般の

認識が高まって,自動エレベータの安全性や確実性が認

められ,かつ経費の点からも,運転手を必要としない高

能率な全目動エレベータを要求される向が増加したから

だと思われる｡

戦前の自動エレベータの使用目的は,単に使用頻度の

低い貨物用として用いられ,運転方式も単純なボタンス

イッチコントロール(Button Switch Control)によつ

て代表されていた｡また,混雑時には運転手付,閑散時

には白動と任意に切替えられる複式制御も,全体の台数

から見てわずかなものであった｡

日立製作所では昭和27年に全自動エレベータすなわち

コL/クチブコン∵トロール(Collective Control)を完成

し,各種のビルの単独運転方式として,あるいは復式制

御の閑散時の運転方式として,多数納入し好評をえてい

る｡これほ全自動エレベータが,従来の白動エレベータ

にくらべて,使用上非常に便利であり,待時間も非常に

すくなくてすむので,事務所ビルの客川エレベータとし

て特に好適であるからである｡しかし,閑散時といって

も,乗客数ほ時刻ごとに絶えず変化するから,一時的な

乗客の増加に対して,単独のエレベータでほ,おのずか

ら輸送能力に限度がある｡そこで,さらに全自動

ときの乗客の待時間を短縮するために,

になる｡
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転の

要必力転

天楼が林立している米国でほ,オートメーション時

代の日動エレベータとして並列運転を完成し,すでに数

年前から 品化されている｡最近我国でも,産
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第1囲 丸 紅 ビ ル

江:第2期改装工事で近く8階建iこ増築される予定である｡

Fig.1.MarubeniBuilding

第2図 運転中のエレベータ

出入□

Fig.2.Entrance Hall

ちろん,あらゆる分野の事務管理上において,オートメ

ーション推進の気運が高まりつゝある｡日立製作所で

ほ, 務所ビルの 務管理上,その合理化と近代化の一

環として,今回あらたに日立ジュップレックスシグナル
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第3図 機 械 窒
Fig.3.Machine Room

コレクチブコン｢トロールを開発し,昭和31年6月好評裡

に運転開始した｡弟1図は改装成った丸紅ビル,弟2図

は並列運転中のエレベータである｡また,弟3図は丸紅

エレベータの機械室を示す｡

なお,本エレベータは第】表に示すとおり,各種の運

転方式に切替えられる最高級の複式制御方式である｡ま

た,本稿では丸紅エレベータ(定格 喪105m/min,定

員13名,2台並設)の並列全目動運転方式を主体にして

述べる｡

〔ⅠⅠ〕全自動運転方式

説明の順序として,まず直流エレベータ単独の全自動

運転方式の概略を参考までに述べよう｡運転上の細部の

点は並列運転も同様である｡

エレベータの運転用操作ボタンは,運転盤のケージボ

タンと,各階の階床乗場にあるホールボタンの2種であ

る｡ケージボタンは階床数だけあって,行先階を彫り込

んであり･ホールボタンは昇降用の2点ボタンで,乗客

の行先方向をあらわしている｡

待機中のエレベータは基準階でM-Gを停止し扉を閉

めている｡ホールボタンが押されると,M-Gはただち

に起動し･呼ばれた階まで運転したのち扉を開く｡運転

中のエレベータはケージボタンとホールボタンの押され

た階へ階刺酎こ停止するが,ホールボタンは運転方向と

同方向のものだけに停止する｡すべての同方向呼に応じ

た後･乗客がなくなると･たとえ途中階でも任意に反転

し･つぎに反対方向の呼に応じる｡最終階の呼に応じて

停止したのち･一定時間経っても乗客がなければ,基準

階に自動復帰し･M-Gを停止して待機状態に復する｡

第38巻 第11号

第1表 日立ジュップレックスシグナルコレクチ

ブコソトロールで可能な各種の運転方式

Tablel･Various Possible Operating System

by HitachiI)uplex SignalCollective Control

積 算1運 転 方 式

全自動

並列運転

全 自 動

単独運転

運転手付∃

運転手什

㍑㍗三…トロールil
(Duplex Signal

CollectiveControl)…

コレクチブ コこ/トIゴール

(Co11ective Control)

シグナル コントロール

(SignalControl)

ス㌫意㌫ルj

用 途

平日の閑散時から,割合に混雑

するときまで広軌卸こ使用でき

る｡

夜間,休日など特に閑散なとき

に使用する｡またシグナルコン

トロールと併用し,単なる援助
運転用としても使用できる｡

特に呈昆雑するときなど運転手を
必要とするときに,その必要に
応じて2台または1台で運転す
る｡

保守,点検のときに使用する｡

〔ⅠⅠⅠ〕並列運転方式

(り 意 義

1阻のホールボタンで2台の全自動エレベータを並列

運転させるには,たえず変化する呼の条件を自動的に管

理しながら,運転能率を向上させなければならない｡そ

こで,弟4図αに示すような運転をしている2台のエレ

ベータNo.1･,No.2があると仮定しよう｡矢印ほ,そ

のエレベータが逐次応勤してゆくことをあらわしてい

る｡この2台のエレベータが全階床の乗客に能率よくサ

ービスするためにほ,同方向へ行く乗客に対して2台の

うちの1台だけが応じればよい｡そして,2台のエレべ

一夕がそれぞれ別個の呼に応じて 転した方がよいか

ら,ほかのエレベータが通過した背後の呼に対して相互

に応じるようにする｡弟4図あは,その結果を説明の都

合上,等価な運転線図として図示したものである｡

この2台のエレベータの一周時間は,それぞれ呼のあ

った階麻,呼の数,エレベータ内の乗客の行先,乗客数:

によって定まるから,実際の運転上,2台のエレベータ

がb図のように,いつも等間隔にあるとは考えられな

い｡しかし,かりに∴No･1→No･2の階床間隔が,No.2

→No.1の階床間隔よりも小さくなると,その間のホー

ルボタンの数も少いから,No.1が呼に応じて起動する

確率はNo.2よりも小となる｡そこで,No.2が起動す

る機会が多いのでNo.2が起動すればNo.1→No.2の一

階床間隔が大きくなる｡逆の場合も同様な結果が生じる､

から,たとえ階床間隔の平衡が破れても,呼に応じて運:

転しているうちにたえず自動的に調整されることにな

る｡換言すれば,共用されたホールボタンによる呼の条

件の変化によって,たえず自動的に運転間隔を調整しな

がら,最良の管理運転を行うことになる｡また,乗客の

昇降頻度の高い階を基準階にしておいて,乗客がないと

きに1台をかならず待機させるようにすると,さらに乗
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Fig.4.EquivalentDiagramonOperatingService

客は利用する面で便利になる｡

つぎに,単独の全自動エレベータをただ単に2台並べ

て 転した場合と,前述のような並列 転との運転上の

特質について比較して見よう｡もちろん,2組のホール

ボタンでそれぞれ単独の全目動エレベータを 転した方

が,ほかのエレベータに関係なく,独立して運転できる

だ捌こ便利な面もある｡しかし,膵手に運転できるか

ら,同じ性質の呼に対して2台とも運転することにな

る｡そこで,2台のエレベータが相前後して 転するこ

とも起るから,折角2台運転していても,他階の乗客に

とっては待時間の上で,単独運転1台の場合とほとんど

かわらなくなる｡このような 転をガンゴ 転といつ

て,全体的に見た運転能率の上から,並列運転上当然さ

けるべき 転である｡並列運転では,いま たような

同じ性質の呼に2台とも応じることは絶対にないから,

ダソゴ運転のない非常に合理的な運転ともいえるわけで

ある｡

このようにして,全階床の随時随所に生じる呼に対し

て,2台のエレベータがそれぞれ別個の呼を自動的に

択して,秩序正しく

動エレベータ群の

転できるから,運転手なしの全自

転が,運転手付のシグナルコントロ

ール以上に高度の自動運転化されたことになるのであ

る｡

(2)運転上の特性

全自動エレベータの並列運転上において,単独の場合

･
･

･
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ロロ

ホールボタン
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第5図 単独と並列運転 と の 比較

Fig.5.ComparisonofSingleand Parallel

Running

運
転
方
向

第6図 運転上の呼の

性質

Fig.6.Property of

Callon Operating

Service

第7図 呼とケージの区分

Fig.7.Classification of

Calls and Cages

と表面的に大きくことなる点は,策5図に示すように,

1組のホールボタンで1台のエレベータを運転させる

か,2台を運転させるかにある0この共用されたホール
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ボタンで,2台の全自動エレベータを運転するにほ,一

定の運転上の基準が必要である｡

弟d図に示すように,各階の昇降1組のホールボタン

を,呼の性質によって一環の呼の連続と仮定し,2台の

エレベータの任意の停止階床と運転方向によって,第7

図に示すような主となって運転するエレベータ(5)が

応じる呼(△印)と,副となって運転するエレベータ

(月)が応じる呼(△印)とに区別して,つぎのように定

義する｡

就役籠(ServicecageまたほSケージ):並列運転の

となって運転するエレベータ

待機籠(ReservecageまたほRケージ):就役籠が通

過した背後の呼に応じて運転するエレベータ

正側呼 △印:就役籠が応じる呼

背伽呼 金印:待機籠が応じる呼

(A)操 作

転用の操作ボタンとしてほ,2台のエレベータ内の

それぞれのケージボタンと,共用された1組のホールボ

タンがある｡ケージボタンによる運転ほ,あくまでもほ

かのエレベータに関係なく独立して行えねばならない｡

ホールボタンによる運転ほ,運転上の呼の性質によつ

て,正側呼にはぶケージ,背側呼には尺ケージと,それ

ぞれ別個の呼に応じるものである｡

(B)選 択

呼を自動的に選択するのに,制御上から位置的制御と

時間的制御の2つを用いている｡前者は前述したような

停止階床と運転方向によって区分される制御方法であ

り,後者は応じるべきエレベータがある一定時間以上応

勤しない場合,たとえば5ケージが正側呼に応じないと

きに,月ケージが援助につくような補助的な制御方法で

あって,援助運転として用いている｡

(C)待 機

乗客がなくなってから後のエレベータの待機状態によ

って,乗捨式と基準階待機式の2とおりにわけられる｡

乗捨式ほ最後に停止した任意の階で待機するものであ

り,基準階待機式はあらかじめ定められた基準階に自動

復帰したのち待機するものである｡5ケージが粟捨式,

点ケージが基準階待機式である｡

(D)交 替

2台のエレベータが一方に偏らないように,できるだ

け平等に運転するには,適時適切な交替を行はなければ

ならない｡5ケージが基準階に復帰した場合と,後続し

てきたエレベータが先行した場合,すなわち月ケージが

ぶケージに先行して運転方向に対する順序が逆になった

場合に,S･属ケージと正･背例呼の運転上の性質を交

替させる｡

第38巻 第11号

(E)閑散時の運転

乗客が少くなって,全階床の呼が非常に間歓的に生じ

るようになったときにほ,1台を待機させ,ほかの1台

で応じた方が経済的である｡この場合にi･も正･背側

呼の区分ほ一時的に解消されて,5ケージが単独運転す

弟2表は単独の全甘動運転と並列運転との運転上の比

較表である｡

(3)運転方式

以上でほぼ運転上の大綱を述べたので,前述のものと

重複する点もあるが,弟8図の運転系統図によって総括

的に る｡弟8図は下記説明の要点を図示した系統図

である｡また,弟9図は丸紅エレベータの運転盤であ

る｡

第 2 衰 運 転 上 の 比 較 表

Table2･Comparative Tab】eonOperating

Services

＼ 方式

●
･
-

ルトG起動

単 独 運 転

呼ばれると同時に

起動

待 機 基準階で待機

列 運 転

混雑時 2台とも起動

閑散時1台起臥1台待機

事故の際ほ待機中の他の1台が援助

のために起動する

混雑時

正側呼には5ケージが応じる
背側呼には忍ケージが応じる

閑散時

全階の呼に5ケージが応じる

正,背側呼と5,点ケージは適時交
替する

事故の際は5,点ケージ相互に援助
j室転を行う

5ケージは最後に停止した階で待機

皮ケージは基準階で待機

ルトG停止 基準階復帰後
Sケージ正,背側呼消滅後

点ケージ基準階停止中に背側呼消滅後

ケージボタン

第8図
Fig.8.

運 転 統 図

System Diagram of Operating Service
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2台のエレベータの運転盤にある運転切替スイッチ

で,2台とも全自動(AUTO)に切替えると,全自動の

並列運転方式になる｡基準階はNo.1,No.2 とも1階

またほ5階に選定するのが標準である｡2台のエレベー

タは自動的に5ケージと点ケージに区別され,ざケージ

ほ最後に停止した階,尺ケージは基準階で,いずれも

〟-Gを停止させて待機する｡

乗客がホールボタンを押すと,Sケージの〟-Gがた

だちに起動する｡待機している階の乗客であればすぐ開

扉するが,他階の乗客のときは呼に応じて運転し,到着

後開扉する｡エレベータの運転方向がきまると同時に,

ホールボタンの運転上の区分が成立し,正側呼にほすべ

てSケージ,背側呼には月ケージが応じるようになる｡

エレベータ内のケージボタンによる運転はほかのエレベ

ータに関係なく,任意の階に運転できるから,途中の階

でほかのエレベータに乗換えねばならぬような不便はな

い｡先発した5ケージが,全階床の呼にこたえて運転

し,基準階に到着すると,5･屈ケージおよび正･背側

呼の区分は交替する｡乗客がなくなって,5ケージが途

中階に停止しているときに,点ケージの乗客が運転する

か,または背側呼に応じて属ケージが基準階から出発す

ると,ぶケージは基準階に自動的に復帰し,運転上の性

質は交替する｡また,万一乗客の行先によって,途中階

で只ケージがぶケージに先行した場合にも任意に交替す

第9国 運 転

Fig.9.Operating

盤

Board

る｡このようにして,Sケージは正側呼,丘ケ←ジほ

側呼と区別して運転するが,なんらかの原因で,5ケー

ジが正側呼に応じて起動しないときほ,属ケージが援助

につく｡属ケージが行側呼に応じて起動しないときも同

じである｡また,途中階の運転はいずれも単独の全自動

転とほぼ同様である｡一乗客が少くなって,1台で応じ

きれるときほ,5ケージだけでサービスする｡乗客がな

くなると,ふたたび待機状態に移る｡(特許申請中)

〔ⅠⅤ〕結 言

本稿では,今回丸紅飯田株式会社に納入した丸紅エレ

ベータの,2台の並列運転方式について,その概要を述

ベた｡3,4台の並列 転も同様に前述の考え方を発展

すればよいが,米国にくらべて階床数が少い我国のビル

では,この特殊事情をさらに織り込んでゆかなければな

らない｡また,並列運転させる全自動エレベータの台数

は,実際の使用目的と実印性をも十分考慮した上できめ

られるべきことであって,割合に階床数が少いわが国の

ビルでは,本稿で述べたような運転方式が,実用上の点

から考えてもつとも合理的な運転方式であると思う｡日

立製作所が開発した全自動エレベータの並列運転方式

は,正にオートメーショソ時代にふさわしいエレベータ

であり,わが のエレベータ運転史上に新紀元を生みだ

したともいえるものである｡

最後に絶えず御教示,御助言をいただいた日立製作所

本社村山課長,大阪営業所吉永氏,ならびに日立国分分

工場鈴木副部長,藤森課長,酒井主任に心から御礼申し

上げる｡また,本設計には上野,渡部両技術員,試運転

には本社工事課馬場,木村両氏に多大の御協力をえたこ

とを附言し,深謝するしだいである｡

｢日立評論｣繹込みカバー

(送料共)特価1組 ¥100

｢日立評論｣の綴込み用として美しい綴込みカ

バーを発売致しております｡

御希望の方にほ実費でお頒ち致しておりますか

ら下記に御中込み下さい｡

日 立 評 論

東京都千代田区丸の内1の4(新丸ビル7階)

振替口座 東京 71824
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(第52頁より続く)

31.7.23

//

31.7.23

雄
上
心
次
郎
大
郎
雄
勇
茂
夫

(第74頁へ続く)

春
康

之

次

和

和
垣
史

三

玄
三
義
正

正
長
義
正
真
義
正
長
義
栄

中
耳

森
谷
森
村
崎
山
沢

原
若
大
若
北
宮
本
相

m
岡
島
島
･
島
高
∵
島
田

〓■

薄
青
大
飯
飯
飯
宮
飯
大

谷
賀
内
中
谷
谷
中

須

漸
大
横
凹
漸
甑
田

島
島
島
内
島
島
内
内
下
沢
子
沢
浜
原
千
島
沢
島
m
林
川
田
林
川
m
林
川
崎

飯
飯
飯
大
飯
飯
大
横
山
門
益
田
田
栗
益
小
黒
飯
和
小
市
和
小
市
和
小
市
山

場
場

工
工

‥
●

‥

亀亀

亀有⊥場

場
場
場

工
工
工

賀
貴
賓

多
多
多

場
場
場
場

工
⊥
工
工

賀
賀
賀
賀

多
多
多
多

場
場
場

⊥
工
工

賀
賀
賀

多
多
多

場
場
場
場
場
場
場
場
場
場

工
工
⊥
工
工
工
工
工
工
工

賀
賀
賀
賀
賀
賀
賀
賀
賀
賀

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多

場
場

⊥
工

賀
賀

多
多

場工戸亀

亀戸工場

亀戸工場

巻上機川 バ ケ ット 台

ソナにおける軸受の給油

炉高式堵

ポ巻渦軸堅型下
置

置
靴

装御制∵㌧速
動

機動電

動導斜

吊
装
誘

制

電動制水弁の連動式日動電源遮断装置

る二重フラップバルブ式粉

置
槽

装
油

置
置
置

装

装
全

置
プ
置
置

装
ツ
装
装

安

動
る

装
臓
装
摘
装

制
装
全
装
駐

動
起

けおに

繭
器
線

ヤ

ヤ

ヤ

動
行移

起
ソオ

安

勅

勘

動

ン全オ

ス

装整

ツ

調置
イ

け於置に装

小動起

イ

詣
器
器

ピ

機
用

起
二
.
起

閲

関
ニ
…
起

鍋
肌
盤
糸

頁体高
粒
旋
紡
機
内
機

閲
火
配
動

屯
電
電

二

安

ビの
動

匿装
起

動起
関

関

イ

磯
着
分
電
配
配
配
内
機
機
内
機
械
機

の水器

ホ
計
防

分相起動式単相誘導電動機正逆転制御装置

分村起動式削こl｣誘導電動機の正道転制御装
置

ホ ス ロ 金

抽出型継電器の計器付測定用 プラ グ

イ ラメソⅩ式放苔
ト加熱

Ⅹ

447926

447933

447934

447945

447946

447964

447921

447968

447898

447903

447904

447905

447909

447911

447912

447913

447915

447916

447917

447918

447919

447920

447923

447924

447925

447927

447929

447935

447936

447940

447941

447956

447957

447963

447906

447930

447932

447944

実用新案j
l

′一 -




